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Research Abstract

副⿐腔炎による嗅覚障害の発症機序を明らかにするためラットで実験的副⿐腔炎モデルを作成し、嗅上⽪ならびに嗅球の組織学的検討をおこなった。ラットの⼀側⿐腔にブドウ球菌を塗
布した異物を挿⼊、3、7、14、21、28⽇後に上顎洞を組織学的に観察した。各々の群で6〜7割の確率で副⿐腔炎の発症が確認された。これまでウサギでしか報告されていなかった副⿐
腔炎モデルのラットでの作製に成功した。次にこのモデルを⽤い、副⿐腔炎発症例において経時的に嗅上⽪、嗅球の変化を観察した。嗅上⽪には3⽇後には炎症所⾒を認め、嗅上⽪の厚
さ、嗅細胞層数、嗅上⽪単位⾯積あたりの嗅細胞数は21⽇⽬まで有意差をもって減少しつづけた。抗単鎖DNA抗体を⽤いて嗅細胞のアポトーシスを観察したところ3⽇、7⽇で多くのアポ
トーシスにおちいった嗅細胞が観察されその後減少、21、28⽇後にはほとんど観察されなかった。PCNA抗体を⽤いた嗅細胞の新⽣の検討では7⽇後まで嗅細胞の新⽣は著明に低下しつづ
け、21、28⽇後にはほとんど新⽣を認めなかった。副⿐腔炎による嗅細胞の減少はその早期にはアポトーシスにより、その後は新⽣が抑制されることにより起きることが明らかとなっ
た。次に嗅上⽪における誘導型⼀酸化窒素合成酵素(iNOS)の産⽣について検討した。正常嗅上⽪ではiNOSの発現を認めなかったが副⿐腔炎発症例では基底細胞を中⼼にiNOSの発現を認
めた。嗅球では傍⽷球体細胞のドーパミンの発現の減少が7⽇後より認められ、21、28⽇後では著明に減少していた。
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